
 　　　　　　　　　　　　　「異邦人の時」に関する考察

「異邦人の時」とは福音書の中でも唯一ルカだけが記述している終末に関する預言の一部です。

この表現は聖書研究者にとって特別な関心を持つものであり、実に多くの論議に参照され、

或いは全く勝手な仕方で用いられている格別の表現のようです。

それで、聖書預言を研究する者の一人（はしくれ）としては、一応の研究とその意味すると

ころを述べておかなくてはという思いで、この記事を記しております。

まずは、聖書から、その部分を引用することから始めましょう。

「エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら、その滅亡が近づいたことを悟りなさい。そのとき、

ユダヤにいる人々は山に逃げなさい。都の中にいる人々は、そこから立ち退きなさい。田舎

にいる人々は都に入ってはならない。書かれていることがことごとく実現する報復の日だか

らである。

 それらの日には、身重の女と乳飲み子を持つ女は不幸だ。この地には大きな苦しみがあり、

この民には神の怒りが下るからである。人々は剣の刃に倒れ、捕虜となってあらゆる国に連

れて行かれる。異邦人の時代が完了するまで、エルサレムは異邦人に踏み荒らされる。」

 「それから、太陽と月と星に徴が現れる。地上では海がどよめき荒れ狂うので、諸国の民は、

なすすべを知らず、不安に陥る。

 人々は、この世界に何が起こるのかとおびえ、恐ろしさのあまり気を失うだろう。天体が揺

り動かされるからである。そのとき、人の子が大いなる力と栄光を帯びて雲に乗って来るのを、

人々は見る。（ルカ２１：２０－２７　新共同訳）

「異邦人の時」に関する私なりの調査を記す前に、まず、この聖句に関わる、解釈などを含めた、

これまでの歴史を振り返って見ることにしましょう。「異邦人の時」は預言研究の論議の中で

ほとんど常にと言えるほど、「一年に対して一日」とするという聖句と併せて論じられて来ま

した。それで、まずその歴史からご紹介します。

「一年に対して一日」使用の歴史

　聖書研究者たちの間で、当然のように「計算法」として示される、この「一年に対して一日」

という表現が使われているのは、民数記１４：３４とエゼキエル４：６の二箇所です。先ず

民数記の方から考慮します。

「お前たちの子供は、荒れ野で四十年の間羊飼いとなり、お前たちの最後の一人が荒れ野で死

体となるまで、お前たちの背信の罪を負う。あの土地を偵察した四十日という日数に応じて、

一日を一年とする四十年間、お前たちの罪を負わねばならない。お前たちは、わたしに抵抗

するとどうなるかを知るであろう」（民数記１４：３３，３４）



この記述は預言ではなく、神の裁定です。「計算方法」や「公式」として採用すべきと読む理

由はどこにもありません。40 日間の背信の罪に対して４０年という量刑が定められたとい

うこと以外の何物でもありません。

では次にエゼキエルの方も考慮します。

「左脇を下にして横たわり、イスラエルの家の罪を負いなさい。あなたは横たわっている日の

数だけ、彼らの罪を負わなければならない。わたしは彼らの罪の年数を、日の数にして、三

百九十日と定める。こうして、あなたはイスラエルの家の罪を負わねばならない。その期間

が終わったら、次に右脇を下にして横たわり、ユダの家の罪を四十日間負わねばならない。

各一年を一日として、それをあなたに課す。」（エゼキエル４：４－６）

この記述も民数記の場合と全く同様で、やはり量刑方法として用いられているだけで、預言や、

「計算方法」の公式とする根拠は皆無です。

さて、この「一年に対して一日」という量刑方法を「公式」のように用いて当てはめたのは、

西暦一世紀のユダヤ教のラビ、アキバ・ベン・ジョセフが最初と言われています。

西暦９世紀のユダヤ教のラビ、ナハウェンディはダニエル書８：１４の２３００日に当てはめ、

２３００年と計算し、シローの陥落（紀元前９４２）から計算して紀元１３５８年をメシア

の来る年と予想しました。

またナハウェンディは、同じダニエル書の１２９０日を１２９０年として、エルサレムの第

二の神殿の破壊（紀元７０年）から起算して１３５８年の同じ年を算出しました。

その他多数のユダヤ教のラビたちがこの「一年に対して一日」を預言成就の公式として採用

して、１４世紀、１５世紀、１９世紀にメシアの到来の年を予測しています。

キリスト教世界のほうでは修道僧、ヨアヒムが１２世紀に、最初にこの「一年に対して一日」

をダニエル書と黙示録１１：３にある「１２６０日」に当てはめたのが最初と言われています。

ヨアヒムは紀元１２６０年という年を特別な年と考え、彼の追随者たちは西暦１２６０年に

地上の新体制が始まると信じたといわれています。

そしてそれ以来、この「一年に対して一日」は、預言研究の普通のツールとして聖書に基づ

いた年代予想に無数の例で常用されるようになりました。 

「異邦人の時」と「一年に対して一日」の規則の適用

「神殿の外の庭はそのままにしておけ。測ってはいけない。そこは異邦人に与えられたからで

ある。彼らは、四十二か月の間、この聖なる都を踏みにじるであろう。わたしは、自分の二

人の証人に粗布をまとわせ、千二百六十日の間、預言させよう。」（黙示録１１：２，３）

ここに出て来る「異邦人に与えられた」「聖なる都市を踏みにじる」という表現から、この聖

句はルカ２２１：２４の「異邦人の時」の時を指しているという解釈は古くからあったよう



です。

１２世紀から１３世紀にかけては、紀元１２６０年に異邦人の時が終わる、あるいはエルサ

レムが復興されるなどの予想が数多く出されました。

ビラノバのアーノルドは、異邦人の時がローマ帝国によるエルサレムの破壊から、ダニエル

１２：１１に出てくる１２９０日すなわち１２９０年目に終わると予想しました。

この予想された時期はちょうど十字軍の聖地奪回の時期に当たっていたため、その予想は十

字軍を鼓舞する拠り所となったとされています。

当然のことながら、これら全ての予想はことごとく外れたわけですが、以降現代に至るまで、

「異邦人の時」と「一年に対して一日」の規則の適用は実に飽くことなく、繰り返され、継承

されてきました。

ジョン・アクィラ・ブラウンと２５２０年の計算

　最初に２５２０年の計算法を提唱したのはイギリスのジョン・アクィラ・ブラウンでした。

※１（巻末資料参照）彼もまた、ミラー派と同様、１８４３年（後に１８４７年に変更）のキ

リスト再臨説を唱えていました。

彼はダニエル４：２３の「七つの時」を終末に関わる預言とみなして、その期間が２５２０

年と計算した創始者です。

それで、ネブカドネザル王の統治の開始の年とされる紀元前６０４年に２５２０年を加算し

て１９１７年を「イスラエル王国の栄光が完全に現される」年としました。

これを契機に、「七つの時」（２５２０年）を「異邦人の時」と同期間とする解釈が一般化し、

同様の説が次々と打ち出されゆきました。

例えば、マナセが捕囚された紀元前６７７年から起算して、２５２０年を加えて、ミラー派

を中心に当時唱えられていた予測年である「１８４３年」と一致させる計算法が提唱され、

後にミラー自身もこれを受け入れました。

ドイツでは神学者ベンゲルが１８３６年を（別の計算方法から割り出して）キリスト再臨の

年と定めていましたが、彼もこの２５２０年の計算を取り入れ、マナセの捕囚の年を紀元前

６８５年として、これに２５２０年を加算して、それまで自分の提唱していた１８３６年に

一致させています。

それは、その当時の一つのブームで、その他多数の計算法や予測年が発表されましたが、「２

５２０年」を使用して「１８４３年」に再臨の年を設定するというのが、一般に広く受け入

れられたようです。※２（巻末資料参照） 

ネルソン・バーバーとその後継者

　１８４４年ごろにキリストの再臨が起こらなかった時、ミラー派の動きは幾つかのアドベ

ンティスト（再臨派）の派閥に分かれていくことになります。



そして、これらの派は更に多くの異なった年代設定を発表していきますが、これらの中から

現在のアドベンティスト派とセブンスデー・アドベンティスト派が形成されてゆきました。

ウィリアム・ミラーの仲間であったネルソン・バーバーは、１８４４年に予想が外れた後、

一時完全に信仰を失いますが、アメリカへ帰国する船の中で聖書を読むうちに新たな年代計

算法を思いつきます。帰国後、彼は、独自の調査と解釈により、アダムの創造の年とみなし

た年代から計算すると１８７３年が人類創造から６０００年目に当たることを思いつき、１

８７０年に彼独特の年代計算法を発表して１８７４年を来るべきキリスト再臨の年とします。

彼はその教義を広めるため「真夜中の叫び」という月刊誌を発行します。

しかし、１８７４年になって、キリストの再臨が起こらなかった時、彼は年代計算には間違

いがないと確信していたため、間違ったのは年代予測ではなくその時に起こると期待した内

容の方だと考えます。そこで彼は、再臨にあたるギリシャ語のパルーシアは「見えない形で

存在すること」という解釈を考えつき、キリストは１８７４年に予想通り再臨したが、それ

は目に見えない形で起こったと発表しました。

彼はすでに再臨が起こったことを示すために、雑誌の名前を「真夜中の叫び」から「朝の先触れ」

に変更しましたが、信奉者の間にこの「目に見えない再臨」の説は広くは受け入れられませ

んでした。 ※３（巻末資料参照） 

しかし、この説にいたく感動した人がいました。

それはペンシルバニア州アレゲーニー生まれの、チャールズ・テーズ・ラッセルです。

彼はネルソン・バーバーに合い、直ちに１８７４年が「目に見えない再臨」の年であること

を受け入れます。そして同年１８７６年の１０月にラッセルは、バイブル・エグザミナーと

いう雑誌に「異邦人の時：いつ終わるのか？」という記事を書き、そこで「七つの時」は２

５２０年であり、紀元前６０６年から起算して１９１４年に終わるという、その後長年にわ

たってものみの塔で引き継がれている１９１４年の教義を初めて発表することになります。

（実際はこの計算は西暦０年という年は存在しないということに気付いていませんでしたの

で、もし、それを考慮していたなら１９１３年という年が発表されることになったはずです。）

更にラッセルは一連の著作の中で、１９１４年に神の王国が完全に確立され、地上のエルサ

レムは神の神殿として復興される、１９１４年の前に大艱難の時代が来る、等々の予想を発

表しました。

後にラッセルは自分のこの予想は単なる人間の予想ではなく、１９１４年は「神の設定した

年代」として疑いを許されない年であると信者に教えました。

しかしこれまた、1914 年を過ぎても予想した出来事は生じなかったため、バーバーが１８

７４年を守るために、年を変えるのでなく年の意義を変えたのと同様、ものみの塔の指導者

も数年かかって新たな１９１４年を根幹とした教義を創り出しました。

そしてついに１９２２年のシーダーポイントの大会で、第二代会長のラザフォードは、神の

王国は確かに１９１４年に確立されたが、それは地上でではなく、天で見えない形で起こった、

という新しい解釈を発表しました。それまでは、キリストが天の神殿に来たのは１８７８年



であると教えていたのです。

またラザフォードは１９３０年までの間に、キリストの「見えない形での再臨」が起こった

のは１９１４年であると変更しました。それまではラッセルの（そしてそれはバーバーによっ

て最初に作られた）１８７４年がその年であるという教義だったのです。

こうしてここに現代のエホバの証人が、「真理」として確信し信奉する現在の年代計算法が完

成したのです。 

（参考資料：The GentileTimes Reconsidered -Carl Olof Jonsson　他）

こうして、歴史を簡単に振り返ってみて分かるのは、古い時代から、実に多くの終末に関す

る年代計算が行われてきたことが分かります。そして１９００年前後は一つのピーク時にあっ

たことも分かります。

しかし、ダニエルの「七つの時」にせよルカ２１：２４の「異邦人の時」にせよ、また「一

日を一年とする」という規則の適用にしても、それらを結びつける根拠は聖書中のどこにも

ありません。

これら全ては、多くの仮説に基づいてなされたものです。「七つの時」が終末預言だと仮定す

ると、それが「異邦人の時」と同期間だと仮定すると、「一日を一年」が預言の年代計算のた

めの公式として使用できると仮定すると・・・これこれが成り立つという主張です。

その仮定を証明するより、それをただ無批判に受け入れた上で、さて、その始まりは厳密に

何年のどの出来事かが延々繰り返されてきたのです。

 キリストの再臨（臨在）については、聖書は多くの言葉で繰り返し、それは夜の盗人のよう

に不意に人々を襲うように来ること。ゆえに常に目覚めているべき事を強調しています。

「その日、その時は、だれも知らない。天使たちも子も知らない。ただ、父だけがご存じである。」

（マタイ２４：３６）

 「イエスは彼らに言われた，「父がご自分の権限内に置いておられる時また時期について知る

ことは，あなた方のあずかるところではありません。」（使徒 1:7）

 「兄弟たち，時と時期については，あなた方は何も書き送ってもらう必要がありません。」（テ

サロニケ第一 5:1） 

どのような思考過程を踏めば、キリストの再臨の「その日、その時」は誰も知り得ないのに「そ

の年」は計算で算出されるはずという考えが出て来るのか不思議です。

キリストは、多くの偽預言者が起こって「その時が近づいた」と言う声を上げると述べてお

られます。

偽預言者は何を根拠に、いつなのか誰も知らない時が、「近づいた！」と言えるのでしょうか。

それは、自分たちで勝手に想定したある特定の時（年代）があるからこそ、「近い」とか「まだだ」

とか「過ぎた」とかいう主張や論争が出てくるということでしょう。

さて、「異邦人の時」とはどの時を指すかについては、種々の論説があるようですが、一般的

な主な解釈は次の２通りあるようです。



１　ダニエルが預言した 4 つの獣が支配する期間

　　　　（つまりバビロニアから終末期までを含む期間）

　　　　具体的的にはバビロニアがエルサレムを滅ぼした紀元５８６年に始まったとされる。

２　西暦７０年から１９６７年の六日間戦争（第三次中東戦争）後、エルサレムが再統一

　　　　されるまでの期間

さて、「異邦人の時」に関する論議の枝葉末節はともかくとして、聖書そのものから、直接そ

れを読み、文脈を考慮し、ストレートに考量して、この件に関する私なりの所見を述べてみ

ようと思います。ルカ２１：２０－２７を改めて引用します。

「エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら、その滅亡が近づいたことを悟りなさい。

そのとき、ユダヤにいる人々は山に逃げなさい。都の中にいる人々は、そこから立ち退きな

さい。田舎にいる人々は都に入ってはならない。書かれていることがことごとく実現する報

復の日だからである。

 それらの日には、身重の女と乳飲み子を持つ女は不幸だ。この地には大きな苦しみがあり、

この民には神の怒りが下るからである。

人々は剣の刃に倒れ、捕虜となってあらゆる国に連れて行かれる。異邦人の時代が完了する

まで、エルサレムは異邦人に踏み荒らされる。」

 「それから、太陽と月と星に徴が現れる。地上では海がどよめき荒れ狂うので、諸国の民は、

なすすべを知らず、不安に陥る。人々は、この世界に何が起こるのかとおびえ、恐ろしさの

あまり気を失うだろう。天体が揺り動かされるからである。そのとき、人の子が大いなる力

と栄光を帯びて雲に乗って来るのを、人々は見る。」（ルカ２１：２０－２７　新共同訳）

流れを簡単に示すと、

エルサレムが軍隊に囲まれる。滅亡が近い

災いを避けて逃げ始めるべき。定められた期間エルサレムは踏み荒らされる。

世界、諸国民の不安

天体に異変、その直後キリストの再臨。

マタイの方の記述からも流れを示しておきますと、

憎むべき破壊者が、聖なる場所に立つ。

山に逃げるべき。二度と起きないような大患難。

天体に異変。その直後キリストの再臨。

ルカとマタイの流れを比較してみると、

ダニエル書の「憎むべき破壊者」の出現から始まる。

再臨のタイミングはどちらも同じです。



異なる点は、マタイには「エルサレム」に関する具体的な記述がない。

代わりにと言うか、２度とない大患難があるとされています。

ルカではエルサレムと、諸国民の災いがそれぞれ描かれており、

マタイはそれらを併せて「大患難」と表現していると捉えることができます。

この相違点に、もう少し説明を加えますと、こういうことでしょう。

異邦人によってエルサレムが踏みにじられる出来事と諸国民の未曾有の艱難も異邦人（諸国

民）からもたらされる。そしてこれらの出来事は同時に生じるということでしょう。

（神からの裁きは、その後のキリストの到来によってもたらされるので）

エルサレムが踏み荒らされることが完了するのは、ハルマゲドン後の神によって裁かれる時

点ですから、「異邦人の時」はダニエル書の「憎むべき破壊者」の出現から滅びまでの期間と

言えます。

この終末期に起きるとされる預言の中で、「異邦人の時」だけ、他の時代を包含する出来事が

挿入されていると捉える明確な根拠はありません。

またこの一連の記述の中の「異邦人の時」に関する部分だけ取り出して、別の預言に関連づ

ける根拠もありません。

文脈を意図的に無視するのでない限り、ここで表現される「異邦人」は「人々を剣の刃に倒し、

捕虜としてあらゆる国に連れて行くものである」ローマの軍隊であり、憎むべき破壊者（マ

タイ）に他なりません。

明確な理由がない限り、「異邦人の時」は、荒廃をもたらすものが起こってからキリストの臨

在と裁きの執行までの時間の流れの中で起きる出来事の範ちゅうに入ると捉えられるべきで

す。

さて、これらの預言が西暦 70 年に成就したことは周知のことです。

そして、この預言が最終的な終末期に完全な形で成就することになる、いわゆる二重預言で

あると捉えるのも、聖書研究者にとっては定説です。

ということは、これらの出来事は基本的に少なくとも 2 度生じるということです。

終末期に「憎むべき破壊者」（＝不法の人、滅びの子、緋色の野獣、第八番目の王）が再び（三度？）

登場します。最終的にエルサレムは諸国民による総攻撃を受けて踏みにじられることになっ

ています。

仮に「異邦人の時」が前六世紀のユダヤ人のバビロン捕囚から始まったのであれば、「異邦人」

はバビロニア人ということになります。確かにバビロニアは異邦人ですが、ダニエル書に示

されている「憎むべき破壊者」ではありません。従ってこの説を立証したいのであれば、ル

カ２１：２４の異邦人はダニエル書の「憎むべき破壊者」とは無関係であると言うことを証

明しなければなりません。

さらには、すでにその期間は始まっているので、西暦７０年にも、最終的成就である終末にも、



もはや改めて「開始する」ことは無くなることになります。従って、キリストが「終わりの

しるし」として語られたにも関わらずルカ２１：２４の「異邦人の時」についてだけは、二

重預言ではないということを証明しなければならないということです。

「異邦人の時」と黙示録１１：２は基本的に同じ事を述べているという解釈は古くからあるこ

とはすでに述べましたが、改めてここで、その関連した聖句を引用して比較して見ましょう。

「 しかし、神殿の外の庭はそのままにしておけ。測ってはいけない。そこは異邦人に与えら

れたからである。彼らは、四十二か月の間、この聖なる都を踏みにじるであろう。（黙示録１１：

２　新共同訳）

「この獣にはまた、大言と冒涜の言葉を吐く口が与えられ、四十二か月の間、活動する権威が

与えられた。

そこで、獣は口を開いて神を冒涜し、神の名と神の幕屋、天に住む者たちを冒涜した。

獣は聖なる者たちと戦い、これに勝つことが許され、また、あらゆる種族、民族、言葉の違う民、

国民を支配する権威が与えられた。」（黙示録１３：６，７　新共同訳）

黙示録の記述から言えば、「エルサレムが踏みにじ」られるのは「四十二か月の間」ですから、

その前は踏みにじられてはいないと言うことです。終末期の最終段階の１２６０日の期間、

踏みにじられるのですから、エルサレムが、たとえ、歴史のいつの時点で「踏みにじられる」

事を経験していたとしても、それとは無関係に「終わりのしるし」として与えられた預言の

一部である「異邦人の時」はそれが単に満ちることだけでなく、改めて、キリスト臨在前に「踏

みにじられ」「四十二か月の間」を経て終了することになっているということです。

福音書の預言を解釈するにあたり、定説通り二重預言として捉える場合、先ず最初の成就は、

ローマの軍隊がエルサレムを包囲した時から、神殿の崩壊まで、紀元６６－７０年に成就し

ました。

そしてそれに匹敵する最終的成就は、黙示録１１：２や１３：３，４節に示されている４２ヶ

月（１２６０日）に相当する期間と言えます。つまりこれが本来のルカ２１：２４で預言さ

れている「異邦人の時」と表現される期間であると言えます。

結論：ダニエル書の「七つの時」とルカ２１章の「異邦人の時」を合体し「一日を一年」を

預言の年代計算のための公式として使用して、回復の年代が幾多も算出されて来ましたが、

そのどれも的外れでした。※４（巻末資料参照）

それらの失敗が物語っているのは、何の根拠もなく、それらの聖句を寄せ集めて、神以外誰

も知り得ない、時を算出しようとするアイデアそのものが勘違いであり、非聖書的であるこ

とを証明しているということではないでしょうか。

聖書そのものが明確に示している「異邦人の時」の期間は、「野獣に聖徒が渡される」３年６ヶ

月です。



ジョン・アクィラ・ブラウンの著作

ダニエル４章の「七つの時」は２５２０年を意味す

る事が示されています。

※１　巻末資料



１８４３年のメッセージを提示する際に使用されたウイリアム・ミラーのチャート

ミラーはその１８４３年を支持する１５の別々の「証拠」を提出しています。

そこには、２３００日（年）や２５２０日（年）を含む様々な年代、日に基づいた

計算が示されています。

※２　巻末資料



N・H・バーバーによる「朝の先触れ」誌　１８７５年７月号

２５２０年の終わりが１９１４年であることを示した初版

※３　巻末資料



黙示録に示される「１２６０日」を「１日を１年」を適用し

て年代計算を提示したリストの一例

※４　巻末資料
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